
  

 

 

 

 

 
8 月下旬から始まった 2 学期ですが、間もなく終了し、冬休みを迎えます。保護者の皆

様には、運動会、音楽学習発表会、個人懇談会と、毎月ご来校いただきありがとうござい

ました。ご家族と過ごすかけがえのない時間を満喫し、3 学期始業式には元気に登校して

くれることを願っています。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

さくらばしだより  Ｎｏ．９ 

東大阪市立桜橋小学校  令和５年１2 月２1 日 

1年 2年 

6年 5年 

4年 3年 

【2学期】各学年の校外学習 or上小阪小学校との交流会 

久宝寺緑地 
キッズプラザ 

防災学習センター 柏原市（大和川） 

桜橋小にて 上小阪小にて 



 

 

6年生はあと3か月で卒業、そして中学校生活がスタートします。 

小中一貫コーディネーターに話を伺いました。 

P「コーディネーターは何年目になりますか？」 

S「今年度で、もう４年目になりました。でも、まだまだ気持ちはフレッシュです！！」 

P「主に、どういう仕事をされていますか？」 

S「小学校と中学校の子どもと先生、両方の橋渡し役という仕事をしています。特に、

小学校では６年生の児童が中学校に慣れていくためのお手伝いをしています。 

また、夢ＴＲＹ科の授業を進めるという役割もあります。」 

P「小学校の文化と中学校の文化、違いを感じますか？感じるなら、どういう点に違いやギャップがありますか？」 

S「違いがありすぎてびっくりしています。中学校の授業は、進むスピードが速く、習う内容も多いので、小学校

でいかに国語と算数の基礎的な力をつけるかが大切です。また、みなさんにそのギャップに慣れてもらうため

に、小中一貫教育で小学校５年生から定期テストをなどの練習を始めています。」 

P「小学校の先生っていいな！と感じることはありますか？」 

S「やはり、毎日元気な小学生に囲まれて過ごすところですかね。中学生は、思春期で照屋さんが多くなったり、

落ち着いた大人な性格になったりしてしまうので(笑)。でも、小学生に負けないくらい元気な中学生も、もち

ろんいますよ。」 

P「この役割のどういうところが難しいですか？また、やりがいやうれしかったエピソードなどあれば教えてく

ださい。」 

S「先生が直接的に子どもに何かするのではなく、校区の先生みんなでどうしたらいいのかなって考えていくと

ころが難しいです。うれしかったことは、先生たちみんなで考えた取り組みをしたあとに、みなさんが成長し

た姿を見ることができたときですね。」 

P「6 年生にはたくさんかかわっていただいていますが、今の 6 年生にどんな中学校

生活を歩んでほしいと思っていますか？」 

S「まずは、小学校で学んだことを忘れないこと。小学校の先生は、中学生になるた

めのプレゼントをたくさんくれています。例えば、毎日の宿題です。中学校でも、

小学校と同じように毎日復習する習慣をつけることが大切です。もう一つは、色々

なことを進んでやってみる、またチャレンジすることです。それが将来に向けた練習となって、みなさんが成

長していくことにつながります。」 

P「小中一貫教育を市ですすめていますが、なかなか保護者の方にはなじみがない部分もあります。ホームページ

などで紹介はしていますが、保護者の方へ何か伝えたいことがありますか？」 

S「ホームページに、中学校区の教職員が取り組んでいるグランドデザインを掲載しています。子どもの成長を願

うという同じ目的をもって、保護者のみなさまと子どものために協働していきたいと考えますので、どうぞご

協力をお願いいたします。」 

【ホームページリンク】https://school.higashiosaka-osk.ed.jp/kamikosaka-j/home/index/kouku 

                    
★職員の紹介（ホームページ上では削除） S・・  先生（上小阪中学校 小中一貫教育コーディネーター） P・・校長 

【特集】あと少しで中学生!! 

6月の中学校登校の時程・内容 

https://school.higashiosaka-osk.ed.jp/kamikosaka-j/home/index/kouku

